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議長会HP

限
り
遡
及
適
用
す
る
こ
と
▽

支
援
上
限
額
の
引
き
上
げ
―

に
つ
い
て
検
討
を
求
め
た
。

こ
う
し
た
中
11
月
、
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
が
改
正

さ
れ
、
半
壊
世
帯
の
う
ち
住

宅
の
損
害
割
合
が
30
％
台
の

世
帯
が
「
中
規
模
半
壊
世

帯
」
と
し
て
支
援
対
象
に
追

加
さ
れ
た
。
令
和
２
年
７
月

豪
雨
に
遡
っ
て
適
用
さ
れ
る

こ
と
も
決
ま
っ
た
（
左
表
）。

◆
特
定
非
常
災
害
制
度
◆

７
月
に
は
特
定
非
常
災
害

制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

被
災
し
た
住
宅
を
自
治
体
が

解
体
・
撤
去
す
る
費
用
を
国

に
関
す
る
緊
急
要
望
」
を
決

定
。
早
期
の
激
甚
災
害
指
定

【
２
面
へ
続
く
】

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化

本
会
で
は
被
災
者
生
活
再

建
支
援
制
度
の
支
援
金
に
つ

い
て
、被
災
世
帯
が
「
全
壊
」

「
大
規
模
半
壊
」「
半
壊
し
、

や
む
を
得
ず
解
体
」「
長
期
避

難
世
帯
認
定
」
に
限
ら
れ
る

支
給
対
象
を
「
半
壊
」「
一
部

損
壊
」
に
ま
で
広
げ
る
こ
と

を
要
望
。
災
害
を
遡
及
し
て

適
用
す
る
こ
と
や
上
限
額
引

き
上
げ
な
ど
も
求
め
て
い
た
。

さ
ら
に
昨
年
８
月
に
は

「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

本
会
は
理
事
会・評
議
員
会
で
「
頻
発・激
甚
化
す
る
大

規
模
災
害
等
か
ら
の
復
旧・復
興
対
策
及
び
防
災・減
災
対

策
等
に
関
す
る
決
議
」
を
決
定
し
、政
府・与
党
な
ど
各
所

に
要
望
を
行
っ
た
。

に
加
え
、
被
災
者
生
活
支
援

制
度
の
支
援
対
象
拡
大
や
上

限
額
引
き
上
げ
な
ど
を
含
む

８
項
目
に
つ
い
て
政
府
・
与

党
に
対
し
要
望
活
動
を
実
施

し
た
。

ま
た
、野
尻
哲
雄
会
長（
当

時
・
大
分
市
）
は
被
災
者
生

活
再
建
支
援
制
度
に
つ
い
て

「
国
と
地
方
の
協

議
の
場
」
や
「
地

方
創
生
大
臣
と
の

会
合
」
に
お
い
て

制
度
の
拡
充
を
要

望
。特

に
10
月
の
国

と
地
方
の
協
議
の

場
で
は
、防
災・減

災
対
策
に
関
し
て

▽
被
災
者
生
活
再

建
支
援
制
度
の
対

象
災
害
を
可
能
な

「
中
規
模
半
壊
世
帯
」

「
中
規
模
半
壊
世
帯
」

支
援
金
対
象
に

支
援
金
対
象
に

が
補
助
す
る
対
象
が
「
全

壊
」
だ
け
で
な
く
「
半
壊
」

に
拡
大
さ
れ
た
。

令
和
２
年
度
ま
で
と
さ
れ

て
い
た
「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年

緊
急
対
策
」
を
延
長
す
る

「
防
災・減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
」
が
昨
年
12
月
、
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
今
後
５
年
間
で

約
15
兆
円
規
模
の
各
種
災
害

対
策
が
取
ら
れ
る
。
地
方
負

担
に
つ
い
て
は
、
以
前
同
様

被災世帯
の 区 分

損害割合
（※）

支援金の支給額
基 礎
支援金

加算支援金
住宅の再建手段 支給額

全　壊 50％以上 100万円
建設・購入 200万円

補　修 100万円
賃　借 50万円

大規模
半 壊 40％台 50万円

建設・購入 200万円
補　修 100万円
賃　借 50万円

中規模
半 壊 30％台 ―

建設・購入 100万円
補　修 50万円
賃　借 25万円

※住家の主要な構成要素の経済的被害の住家全体の価
値に占める割合であり、市町村による被害認定調査に
より判定され、罹災証明書における「全壊」「大規模
半壊」等の記載に反映されるもの。

（表）　被災者生活再建支援法による
	 被災世帯の区分ごとの支給額

出典：内閣府「被災者生活再建支援法の一部を改正する法律の概要」

国

土

強

靭

化

国

土

強

靭

化

緊
急
対
策
延
長

緊
急
対
策
延
長

令
和
２
年
度
の
本
会
要
望
結
果
に
つ
い
て
、
今
号
は
会
長
提
出
決
議
の
「
３　
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」「
４　
頻
発・激
甚
化
す
る
大
規
模
災
害
等
か
ら
の
復
旧・復
興
対
策

及
び
防
災・減
災
対
策
等
」「
５　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧・復
興
」
を
掲
載
す
る
。

被
災
者
生
活
再
建 

支
援
拡
大

会
長
提
出
決
議
〈
下
〉

会
長
提
出
決
議
〈
下
〉
②

２ 年 度
要望結果

令和２年７月豪雨に関する野尻会長(当時)から鈴木
自民党総務会長(当時)(右)への要望
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行
う
除
去
土
壌
等
の
適
正
管

理・搬
出
等
を
支
援
す
る
。

３
年
度
環
境
省
予
算
で
は

特
定
復
興
再
生
拠
点
整
備

事
業
に
６
３
７
億
円
、
中

間
貯
蔵
施
設
の
整
備
等
に

４
０
２
５
億
円
計
上
さ
れ
た
。

３
年
度
復
興
庁
予
算
で

「
風
評
払
拭
お
よ
び
放
射
線

に
関
す
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
」
と

し
て
風
評
払
拭
・
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
事

業
に
20
億
円
、
福
島
県
農
林

水
産
業
再
生
総
合
事
業
に

47
億
円
、
福
島
県
の
観
光
関

連
復
興
事
業
に
３
億
円
な
ど

各
事
業
に
所
要
額
が
確
保
さ

れ
た
。

さ
れ
、
住
宅
が
全
壊
、
大
規

模
半
壊
等
の
一
定
の
要
件
に

該
当
し
た
被
災
世
帯
を
対
象

に
基
礎
支
援
金
、
加
算
支
援

金
が
支
給
さ
れ
る
。

被
災
者
支
援
総
合
交
付
金

は
１
２
５
億
円
を
確
保
。
被

災
者
の
心
身
の
ケ
ア
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
・
再
生
な

ど
を
支
援
す
る
。

３
年
度
地
方
財
政
計
画

（
東
日
本
大
震
災
分
）
で
は

【
１
面
か
ら
続
く
】

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災  

復
旧
・
復
興

復
旧
・
復
興

復
興
庁
の
３
年
度
予
算
で

は
６
２
１
６
億
円
を
計
上
。

「
被
災
者
支
援
」
に
３
６
２

億
円
計
上
さ
れ
た
ほ
か
、「
産

業・生
業
の
再
生
」に
は
４
５

９
億
円
を
確
保
。
被
災
し
た

中
小
企
業
、
農
林
漁
業
者
等

へ
の
支
援
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

補
助
金
に
は
46
億
円
が
計
上

早
期
復
旧
・
復
興

早
期
復
旧
・
復
興

除
去
土
壌
等
の
適
正
管

理・搬
出
や
土
壌
搬
出・輸
送

の
過
程
で
生
じ
た
道
路
・
橋

梁
の
損
傷
の
国
の
責
任
に
よ

る
早
期
復
旧
、
３
年
度
ま
で

に
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
輸
送

を
完
了
す
る
こ
と
な
ど
を
。

３
年
度
復
興
庁
予
算
で
は
、

除
去
土
壌
等
の
適
正
管
理
・

搬
出
用
の
実
施
に
２
５
３
億

円
を
計
上
。
除
染
特
別
地
域

に
お
け
る
除
去
土
壌
等
の
適

正
管
理
や
中
間
貯
蔵
施
設
等

へ
の
搬
出
後
の
原
状
回
復
を

実
施
し
、
地
方
公
共
団
体
が

原

発

事

故

原

発

事

故

除
去
土
壌
へ
の
対
応

除
去
土
壌
へ
の
対
応

風
評
被
害
対
策

風
評
被
害
対
策

国
土
強
靱
化
債
ま
た
は
補
正

予
算
債
で
措
置
さ
れ
る
。

内
閣
官
房
で
は
国
土
強
靱

化
関
係
予
算
と
し
て
４
兆
４

０
３
６
億
円
、
５
か
年
加
速

化
対
策
分
と
し
て
１
兆
９
６

５
６
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

台
風・集
中
豪
雨・豪
雪
等

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
３
年

度
国
土
交
通
省
予
算
で
４
９

６
８
億
円
、
２
年
度
第
三
次

補
正
予
算
で
は
３
８
２
６
億

円
が
計
上
さ
れ
た
。
ハ
ー

ド・ソ
フ
ト
一
体
の「
流
域
治

水
」
の
推
進
や
、
令
和
２
年

７
月
豪
雨
な
ど
、
近
年
の
自

然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

が
図
ら
れ
る
。

地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火

対
策
で
は
、
３
年
度
気
象
庁

予
算
で
「
地
震・津
波・火
山

噴
火
時
の
防
災
情
報
の
充
実

強
化
に
」
４
億
６
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
た
。

３
年
度
国
交
省
住
宅
局
予

算
で
は
「
災
害
等
に
強
い
安

全
な
住
ま
い
・
く
ら
し
の
推

進
」
と
し
て
▽
避
難
者
な
ど

の
受
け
入
れ
施
設
の
整
備
・

耐
震
化
▽
住
宅
、
避
難
路
沿

い
の
建
築
物
の
耐
震
改
修
▽

老
朽
建
築
物
の
除
却
・
延
焼

防
止
性
能
の
高
い
建
築
物
へ

の
建
て
替
え
―
な
ど
が
支

援・推
進
さ
れ
る
。

３
年
度
地
方
債
計
画
で
は
、

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
に
５

０
０
０
億
円
計
上
。
2
年
度

ま
で
と
さ
れ
て
き
た
期
間
は

５
年
延
長
さ
れ
、
７
年
度
ま

で
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
避

難
所
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、

社
会
福
祉
法
人
等
の
福
祉
施

設
等
に
お
け
る
豪
雨
災
害
対

策
へ
の
補
助
も
対
象
事
業
と

な
り
、
地
方
公
共
団
体
の
防

災
・
減
災
対
策
が
支
援
さ
れ

る
。国

交
省
の
防
災・安
全
交
付

金
は
１
兆
２
７
８
６
億
円
。地

方
自
治
体
の
防
災・減
災
対
策

や
予
防
保
全
に
向
け
た
老
朽

化
対
策
な
ど
を
支
援
す
る
。

将
来
を
見
据
え
た
イ
ン
フ

ラ
老
朽
化
対
策
の
推
進
に
は
、

本
会
は
、理
事
会・評
議
員
会
で
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧・復
興
に
関
す
る
決
議
」
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
３
月
11
日
に
は
本
会
か
ら
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
」
を
発
表
。
被
災
者
、
遺
族
ら

に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
、
被
災
者
の
生
活
再
建
や
地
域

産
業
再
生
、
放
射
性
物
質
汚
染
廃
棄
物
処
理
な
ど
の
課
題

を
要
望
に
適
切
に
反
映
し
て
い
く
と
表
明
し
た
。

３
年
度
国
交
省
予
算
で
８
３

５
６
億
円
計
上
さ
れ
た
。

内
閣
府
防
災
部
門
の
２
年

度
第
三
次
補
正
予
算
で
は
コ

ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
地
区
防

避
難
対
策
強
化

避
難
対
策
強
化

緊
急
防
災
・
減

緊
急
防
災
・
減

災
事
業

災
事
業  

延
長
へ

延
長
へ

災
計
画
策
定
推
進
事
業
費
と

し
て
３
０
０
０
万
円
が
計
上

さ
れ
た
。

分
散
避
難
な
ど
コ
ロ
ナ
禍

で
の
災
害
時
の
避
難
に
つ
い

て
、
地
域
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
。

３
年
度
内
閣
府
予
算
で

は
「
原
子
力
防
災
対
策
の
充

実・強
化
」と
し
て
１
０
２
億

４
５
０
０
万
円
が
確
保
さ
れ
、

地
域
防
災
計
画
や
避
難
計
画

の
充
実
な
ど
が
支
援
さ
れ
る
。

原
子
力
規
制
委
員
会
で
は

３
年
度
予
算
に
５
６
８
億
円
、

２
年
度
第
三
次
補
正
予
算
に

50
億
円
を
計
上
。
原
子
力
規

制
の
適
切
な
実
施
と
技
術
基

盤
の
強
化
な
ど
が
図
ら
れ
る
。

原
子
力
発
電
所

原
子
力
発
電
所

安
全
・
防
災
対
策

安
全
・
防
災
対
策

国
庫
支
出
金
、
震
災
復
興
特

別
交
付
税
等
の
歳
入
総
額
に

３
３
２
８
億
円
を
計
上
、
う

ち
震
災
復
興
特
別
交
付
税
は

１
３
２
６
億
円
確
保
さ
れ
た
。

各
種
災
害
対
策
強
化

各
種
災
害
対
策
強
化
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量
の
確
保
、
地

方
自
治
体
と
緊

密
に
連
携
し
た

接
種
体
制
、
医

療
機
関
の
負
荷
、

シ
ス
テ
ム
運
用

等
の
検
証
・
改

善
▽
今
後
の
接

種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
速
や
か
な

提
示
、
ワ
ク
チ

ン
に
関
す
る
知

見
等
の
国
と
自

治
体
の
情
報
共

有
―
を
要
望
し

た
。厚

労
省
２
年
度
第
三
次
補

正
予
算
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
等
の
整
備
に
５
７
９
８

億
円
を
計
上
。
迅
速
か
つ
円

滑
な
接
種
体
制
が
整
備
さ
れ

る
。内

閣
府
２
年
度
第
三
次
補

正
予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
拡
充
に
１
兆
５

０
０
０
億
円
を
計
上
し
た
。

地
方
公
共
団
体
の
感
染
拡
大

置
市
へ
の
権
限
・
財
源
移
譲

は
実
現
し
な
か
っ
た
。

厚
労
省
２
年
度
第
三
次
補

正
予
算
は
地
域
の
医
療
提
供

体
制
を
維
持
･
確
保
す
る
た

め
の
医
療
機
関
等
支
援
に
１

兆
９
３
７
４
億
円
を
確
保
。

内
訳
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
交

付
金
に
よ
る
支
援
が
１
兆
１

７
６
３
億
円
、
診
療
・
検
査

医
療
機
関
の
感
染
拡
大
防
止

等
の
支
援
が
２
１
２
億
円
と

な
っ
て
い
る
。

検
査
体
制
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
厚
労
省
２
年
度
第
三

次
補
正
予
算
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

及
び
抗
原
検
査
等
、
検
査
体

制
の
更
な
る
充
実
に
６
７
２

億
円
を
確
保
し
た
。

本
会
は
会
長
提
出
決
議
で

治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
早
期

開
発
な
ど
検
査
・
治
療
体
制

の
構
築
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
本
会
は
、
３
年
１
月

に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ

新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
防
止・ワ
ク
チ
ン
接
種

拡
大
防
止・ワ
ク
チ
ン
接
種

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
正
確
な
情

報
の
適
切
か
つ
迅
速
な
提
供

▽
今
後
の
感
染
症
の
再
拡
大

に
備
え
た
感
染
予
防
お
よ
び

受
診
・
治
療
体
制
に
つ
い
て

の
周
知
徹
底
―
な
ど
を
要
望
。

厚
生
労
働
省
令
和
２
年
度

第
三
次
補
正
予
算
で
は
Ｈ
Ｅ

Ｒ
―
Ｓ
Ｙ
Ｓ
等
感
染
症
対
策

関
係
シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
改

修
等
に
１
６
１
億
円
を
計
上

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関
係

シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
改
修
等

に
よ
る
迅
速
な
情
報
収
集
や

共
有
、
デ
ー
タ
活
用
が
行
わ

れ
る
。
ま
た
、
全
国
の
病
院

等
を
検
索
で
き
る
医
療
情
報

サ
イ
ト
の
基
盤
構
築
経
費
に

12
億
円
を
計
上
し
た
。

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
」（
特
措

法
）
と
「
感
染
症
の
予
防
及

び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
」（
感
染

症
法
）
に
つ
い
て
都
道
府
県

と
指
定
都
市・中
核
市・保
健

所
設
置
市
の
権
限
・
役
割
の

明
確
化
、
こ
れ
ら
の
市
が
特

措
法
に
基
づ
き
知
事
か
ら
権

限
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
よ
う
求
め
た
。

特
措
法
等
の
一
部
改
正
法

が
3
年
2
月
3
日
に
成
立
、

同
13
日
に
施
行
さ
れ
た
。
都

道
府
県
知
事
の
権
限
が
強
化

さ
れ
た
も
の
の
、
県
か
ら
指

定
都
市・中
核
市・保
健
所
設

迅
速
な
情
報
提
供

迅
速
な
情
報
提
供

特

措

法

改

正

特

措

法

改

正

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
地
域
経

済
が
危
機
的
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

本
会
は
令
和
２
年
４
月
に
緊
急
要
望
を
決
定
し
た
ほ
か
、

定
期
総
会
・
評
議
員
会
で
も
決
議
を
採
択
。
感
染
症
対
策

や
医
療
提
供
体
制
等
の
強
化
、
経
済
・
地
域
の
再
生
に
向

け
た
諸
施
策
、
緊
急
経
済
対
策
の
推
進
な
ど
を
要
望
し
た
。

新型コロナワクチン接種等に関する議会三団体から
佐藤勉自民党総務会長（右から２人目）への要望

医
療
提
供
体
制
強
化

医
療
提
供
体
制
強
化

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
緊

急
要
望
」
を
関
係
閣
僚
お
よ

び
政
府・与
党
に
提
出
。ワ
ク

チ
ン
接
種
に
要
す
る
経
費
の

財
政
措
置
や
都
市
自
治
体
と

医
療
機
関
等
の
円
滑
な
連
携

に
必
要
な
支
援
を
求
め
た
。

３
年
３
月
に
は
議
会
三
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て
緊
急
決

議
を
行
い
、
▽
医
療
従
事
者

等
へ
の
優
先
接
種
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
等
を
迅
速
に
確

保
・
供
給
し
高
齢
者
へ
の
接

種
へ
移
行
▽
ワ
ク
チ
ン
数

防
止
や
地
方
創
生
へ
の
取
り

組
み
が
支
援
さ
れ
る
。

厚
労
省
２
年
度
第
三
次
補

正
予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括

支
援
交
付
金
に
よ
る
支
援
に

１
兆
１
１
７
６
億
円
、
雇
用

調
整
助
成
金
等
に
よ
る
雇
用

の
維
持
・
継
続
に
向
け
た
支

援
に
厚
労
省
２
年
度
当
初
予

算
で
６
８
５
３
億
円
、
第
三

次
補
正
予
算
で
１
兆
４
７
３

５
億
円
が
確
保
さ
れ
た
ほ
か
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る

離
職
者
等
へ
の
再
就
職
支
援

に
厚
労
省
第
三
次
補
正
予
算

で
54
億
円
を
計
上
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
自

然
災
害
の
同
時
発
生
に
備
え

た
医
療
介
護
体
制
整
備
な
ど

地
域
の
災
害
対
応
へ
の
財
政

措
置
、保
健
所・地
方
衛
生
所

体
制
強
化
の
た
め
の
地
方
自

治
体
へ
の
財
政
措
置
を
要
望
。

２
年
度
厚
労
省
予
算
で
は
、

災
害
医
療
体
制
の
充
実
に
34

億
円
、
保
健
所
等
の
機
能
強

化
に
18
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

ワ
ク
チ
ン
接
種

体

制

整

備

を

体

制

整

備

を

交

付

金

等

交

付

金

等

経

済

対

策

経

済

対

策

今
後
の
対
策
等

今
後
の
対
策
等
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越谷市役所新庁舎
（写真提供＝越谷市）

議場
（同左）

▽
越
谷
市
（
埼
玉
県
）

〒
３
４
３
―
８
５
０
１

越
谷
市
越
ヶ
谷
４
―
２
―
１

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
７
～
８
階
。

「
開
放
性
と
独
立
性
を
備
え

た
議
会
」
と
し
て
来
庁
者
が

気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
ラ
ウ
ン
ジ
等
の
一

部
ス
ペ
ー
ス
は
市
民
に
開
放

を
予
定
し
て
い
る
。

新
庁
舎
落
成

議
会
人
事

▼
議
長

▽
雲
南	
佐
藤
隆
司（
２・11
・30
）

▽
御
殿
場	
髙
橋
靖
銘（
2・15
）

▽
中
央	

小
池
章
治（
2・22
）

▽
四
街
道	

成
田
芳
律（
2・22
）

▽
甲
州	

丸
山
国
一（
2・24
）

▽
瑞
浪	

加
藤
輔
之（
2・24
）

▽
橿
原	

原
山
大
亮（
2・24
）

▽
佐
伯	

佐
藤　
元（
2・24
）

▽
上
野
原	

小
俣　
修（
2・25
）

▽
西
城	

行
元　
博（
2・25
）

▽
つ
が
る	

野
呂　
司（
2・26
）

▽
都
留	

藤
本
明
久（
2・26
）

▽
五
島	

木
口
利
光（
3・1
）

▽
下
関	

亀
田　
博（
3・2
）

▽
今
治	

近
藤　
博（
3・2
）

▽
山
鹿	

服
部
香
代（
3・2
）

▽
前
橋	

横
山
勝
彦（
3・3
）

▽
豊
後
高
田　
北
﨑
安
行

	

（
3・3
）

▽
西
東
京　
保
谷
な
お
み

	

（
3・4
）

▽
坂
東	

風
見
好
文（
3・5
）

▽
御
坊	

小
池
佐
左
夫（
3・5
）

▽
白
山	

藤
田
政
樹（
3・8
）

▽
各
務
原	

川
嶋
一
生（
3・8
）

▽
渋
川	

望
月
昭
治（
3・9
）

▽
高
知	
和
田
勝
美（
3・12
）

▽
珠
洲	
寺
井
秀
樹（
3・17
）

▽
川
口	
関　
裕
通（
3・18
）

▽
美
馬	

林　
　
茂（
3・18
）

▽
飛
驒	

澤　
史
朗（
3・19
）

▽
赤
平	

竹
村
恵
一（
3・22
）

▽
夕
張	

大
山
修
二（
3・23
）

▽
土
浦	

小
坂　
博（
3・23
）

▽
洲
本	

小
松　
茂（
3・23
）

▽
室
戸	

亀
井
賢
夫（
3・23
）

▽
中
津	

中
西
伸
之（
3・23
）

▽
水
戸	

須
田
浩
和（
3・24
）

▽
筑
後	

弥
吉
治
一
郎（
3・24
）

▽
豊
見
城	

外
間　
剛（
3・26
）

▼
副
議
長

▽
雲
南	

矢
壁
正
弘（
２・11
・30
）

▽
御
殿
場	

菅
沼
芳
德（
2・15
）

▽
高
島	

河
越
安
実
治（
2・19
）

▽
中
央	

斉
藤
雅
浩（
2・22
）

▽
四
街
道　
関
根
登
志
夫

	

（
2・22
）

▽
香
取	

内
山
勝
己（
2・22
）

▽
甲
州	

飯
島
武
志（
2・24
）

▽
瑞
浪　
小
木
曽
光
佐
子

	

（
2・24
）

▽
橿
原　
大
北
か
ず
す
け

	

（
2・24
）

▽
都
城	
永
田
浩
一（
2・24
）

▽
上
野
原	
尾
形
幸
召（
2・25
）

▽
西
条	
藤
井
武
彦（
2・25
）

▽
つ
が
る　
佐
々
木
直
光

	
（
2・26
）

▽
都
留	

奥
秋　
保（
2・26
）

▽
三
豊	

丸
戸
研
二（
2・26
）

▽
五
島	

宗　
藤
人（
3・1
）

▽
下
関	

井
川
典
子（
3・2
）

▽
今
治	

渡
部　
豊（
3・2
）

▽
山
鹿	

北
原
昭
三（
3・2
）

▽
西
都	

黒
木
吉
彦（
3・２
）

▽
豊
見
城	

赤
嶺
吉
信（
3・2
）

▽
豊
後
高
田　
中
尾　
勉

	

（
3・3
）

▽
前
橋	

富
田
公
隆（
3・3
）

▽
西
東
京　
森
し
ん
い
ち

	

（
3・4
）

▽
坂
東	

滝
本
輝
義（
3・5
）

▽
御
坊	

宮
路
雅
仁（
3・5
）

▽
白
山	

大
屋
潤
一（
3・8
）

▽
各
務
原	

黒
田
昌
弘（
3・8
）

▽
渋
川	

池
田
祐
輔（
3・9
）

▽
阿
波	

笠
井
安
之（
3・10
）

▽
長
崎	

岩
永
敏
博（
3・12
）

▽
珠
洲	

濱
野
隆
三（
3・17
）

▽
飛
驒	

住
田
清
美（
3・19
）

▽
赤
平	

伊
藤
新
一（
3・22
）

▽
宇
都
宮	

岡
本
芳
明（
3・23
）

▽
洲
本	

上
田
昌
孝（
3・23
）

▽
室
戸	

山
本
賢
誓（
3・23
）

▽
別
府	

小
野
正
明（
3・23
）

▽
中
津	

木
ノ
下
素
信（
3・23
）

▽
輪
島	

漆
谷
豊
和（
3・24
）

▽
野
々
市	

北
村
大
助（
3・24
）

▽
筑
後	

冨
安
伸
志（
3・24
）

▼
事
務
局
長

▽
福
津	

重
冨			

隆（
２・4
・1
）

▽
芦
別	

石
崎
俊
行（
4・1
）

▽
赤
平	

石
井
明
伸（
4・1
）

▽
深
川	

中
村
照
美（
4・1
）

▽
富
良
野	

井
口　
聡（
4・1
）

▽
弘
前	

佐
藤
記
一（
4・1
）

▽
十
和
田　
中
屋
敷
和
夫

	

（
4・1
）

▽
つ
が
る	
工
藤
睦
郎（
4・1
）

▽
平
川　
小
田
桐
農
夫
吉

	
（
4・1
）

▽
遠
野	

朝
倉
宏
孝（
4・1
）

▽
釜
石	

村
上
純
幸（
4・1
）

▽
角
田	

宍
戸　
徹（
4・1
）

▽
大
館	

工
藤　
仁（
4・1
）

▽
東
根	

太
田　
修（
4・1
）

▽
白
河	

室　
由
則（
4・1
）

▽
三
条	

本
間
一
成（
4・1
）

▽
新
発
田	

石
井
昭
仁（
4・1
）

▽
小
千
谷　
野
口
美
奈
子

	

（
4・1
）

▽
村
上	

長
谷
部
俊
一（
4・1
）

▽
黒
部	

柳
原
真
美
代（
4・1
）

▽
野
々
市	

清
水　
実（
4・1
）

▽
墨
田	

小
倉
孝
弘（
4・1
）

▽
相
模
原	

鈴
木
忠
勝（
4・1
）

▽
厚
木	

小
泉
祐
司（
4・1
）

▽
綾
瀬	

岩
澤
茂
樹（
4・1
）

▽
都
留	

小
宮
文
彦（
4・1
）

▽
中
央	

五
味
将
元（
4・1
）

▽
富
岡	

竹
内
明
子（
4・1
）

▽
深
谷	

寺
田
由
美
子（
4・1
）

▽
上
尾	

松
澤
義
章（
4・1
）

▽
船
橋	

小
出
正
明（
4・1
）

▽
一
宮	

神
谷
真
吾（
4・1
）

▽
春
日
井	

冲
中　
浩（
4・1
）

▽
碧
南	

杉
浦
智
彦（
4・1
）

▽
刈
谷	

竹
谷
憲
人（
4・1
）

▽
飛
驒	

岡
田
浩
和（
4・1
）

▽
泉
南	

奥
田
雅
則（
4・1
）

▽
近
江
八
幡　
益
田
卓
弥

	

（
4・1
）

▽
高
島	

曽
根
孝
司（
4・1
）

▽
西
宮	

西
岡
秀
明（
4・1
）

▽
伊
丹	

大
西
俊
己（
4・1
）

▽
安
来	

竹
内
章
二（
4・1
）

▽
真
庭	

三
浦
祥
靖（
4・1
）

▽
土
佐
清
水　
早
川　
聡

	

（
4・1
）

▽
室
戸	

寺
岡
弥
生（
4・1
）

「議会人事」および「新庁舎落成」については、本
会に報告のあった市区を掲載しています。

◆議会人事	 本会ウェブサイトのオンライン・調
査回答システムからご報告願いま
す。

◆新庁舎落成	 お電話にてご報告願います。

なお、紙面構成上の都合により、ご報告から掲
載までお時間をいただく場合がありますので、予
めご了承ください。

【お問い合わせ】
全国市議会議長会	総務部
☎	０３－３２６２－５２３４

の掲載について議 会 人 事
新庁舎落成


